
「東郷・田井中遺跡」
東郷遺跡の第11～18次調査と田井中遺跡の第１・２次調査の報告書。

B5判　　本文203頁　　図版59頁　　平成元年3月発行

B5判　　本文50頁　　昭和61年4月発行

財団法人八尾市文化財調査研究会報告14

「昭和60年度事業概要報告」
昭和61年度に行った埋蔵文化財発掘調査概要とその他の事業報告書。

B5判　　本文62頁　　昭和62年12月発行

財団法人八尾市文化財調査研究会報告17

財団法人八尾市文化財調査研究会報告４

「木の本遺跡」－八尾空港整備工事に伴う発掘調査－
志紀郡条里制跡の調査報告書。

B5判　　本文163頁　　図版53頁　　昭和59年3月発行

財団法人八尾市文化財調査研究会報告９

「昭和60年度事業概要報告」
昭和60年度に行った埋蔵文化財発掘調査概要とその他の事業報告書。

財団法人八尾市文化財調査研究会報告２

「八尾市埋蔵文化財発掘調査概報　1980・1981年度」
宮町・木の本・東郷遺跡の調査報告書。

B5判　　本文291頁　　図版63頁　　昭和58年3月発行

財団法人八尾市文化財調査研究会報告３

「八尾市埋蔵文化財発掘調査概要　昭和56・57年度」
宮町・水越・太田川遺跡の調査報告及び土器の胎土観察の報告書。

B5判　　本文121頁　　図版44頁　　昭和58年8月発行

刊　行　図　書　案　内
　以下の刊行図書をご入用の方は、下記の埋蔵文化財調査センターにお越しいただくか、送料着払
いにて宅配便等でお送りいたします。電話又はメールで在庫を確認の上、図書名と冊数をお知らせ
ください。なお共に令和６年３月25日（月）までとさせていただきます。

〒581-0821　大阪府八尾市幸町4-58-2　八尾市立埋蔵文化財調査センター内

公益財団法人八尾市文化財調査研究会　　TEL（072）994-4700

　　　　　　　　　　　E-mail   maibun_zyao@white.plala.or.jp

令和6年3月10日



財団法人八尾市文化財調査研究会報告29

「東郷遺跡」－第23次・第24次調査－
小規模調査ながら円筒埴輪等の遺物が出土。

B5判　　本文45頁　　図版16頁　　平成3年3月発行

速報　発掘調査で解明された銅鐸埋納例。

B5判　　16頁カラー図録集　　平成元年12月発行

財団法人八尾市文化財調査研究会報告26

「小阪合遺跡」－区画整理事業に伴う発掘調査－
区画整理事業に伴う11回にわたる調査の最終報告書。

B5判　　本文434頁　　図版139頁　　平成3年3月発行

財団法人八尾市文化財調査研究会報告23

「八尾市埋蔵文化財発掘調査報告」
－水越遺跡（第１次調査）・竹渕遺跡（第１次調査）・恩智遺跡（第１次調査）－
６世紀代の集落遺構と共に多量の須恵器が出土。

B5判　　本文111頁　　図版39頁　　平成元年9月発行

『銅鐸』跡部遺跡－八尾市春日町出土－

「萱振遺跡」－第２次・第３次調査－
河内平野低地部では新しい６世紀後葉の古墳を検出。

B5判　　本文80頁　　図版26頁　　平成2年12月発行

財団法人八尾市文化財調査研究会報告22

「八尾市埋蔵文化財発掘調査概要　平成元年度」
－矢作遺跡（第１次・２次調査）・花岡山遺跡（第１次調査）－
底面に樹皮を貼った池状遺構や上面に玉石を貼った井戸を検出。

B5判　　本文166頁　　図版67頁　　平成元年9月発行

「八尾南遺跡第２地点の旧石器」付 大阪府八尾南遺跡の堆積物の検討

『旧石器考古学』３８の抜刷。

B5判　　本文34頁　　図版8頁　　平成元年5月発行

財団法人八尾市文化財調査研究会報告20

財団法人八尾市文化財調査研究会報告18

「小阪合遺跡」－区画整理事業に伴う発掘調査－
小阪合遺跡第６次調査の報告　遺跡内に新たな居住域を確認。

B5判　　本文68頁　　図版24頁　　平成元年3月発行



財団法人八尾市文化財調査研究会報告49

「中田遺跡」第５次・第６次・第８次・第24次・第28次調査
古墳時代前期の祭祀土坑を検出。

B5判　　本文102頁　　図版36頁　　平成7年11月発行

「田井中遺跡」
弥生時代全般にわたる遺構・遺物を検出。弥生時代後期前半の遺物が一括して出土。

B5判　　本文60頁　　図版22頁　　平成7年3月発行

財団法人八尾市文化財調査研究会報告48

「東郷遺跡」第30次・第42次・第45次・第46次調査
古墳時代前期・後期、鎌倉時代の集落跡の検出。

B5判　　本文・図版76頁　　平成7年7月発行

財団法人八尾市文化財調査研究会報告45

「東郷遺跡・宮町遺跡」
宮町遺跡では、平安時代末期の創建と推定される千眼寺の寺域に関連する遺構・遺物を検出。

B5判　　本文78頁　　図版18頁　　平成7年3月発行

財団法人八尾市文化財調査研究会報告46

平成５年度に行った跡部遺跡他９遺跡14調査地点の発掘調査概要。

B5判　　本文・図版154頁　　平成6年10月発行

財団法人八尾市文化財調査研究会報告43

平成５年度に行った中田遺跡他２遺跡1０調査地点の発掘調査概要。

B5判　　本文・図版126頁　　平成6年10月発行

財団法人八尾市文化財調査研究会報告41

「八尾市埋蔵文化財発掘調査報告Ⅲ　1993年」－小阪合遺跡 他３遺跡－
補修した土器棺墓や竪穴住居の検出・最古例の木製横櫛の出土など。

B5判　　本文177頁　　図版56頁　　平成6年3月発行

財団法人八尾市文化財調査研究会報告42

「八尾市埋蔵文化財発掘調査報告　1993年」
平成４年度に行った跡部遺跡他11遺跡19調査地点の発掘調査概要。

B5判　　本文171頁　　図版50頁　　平成5年12月発行

財団法人八尾市文化財調査研究会報告40

「八尾市埋蔵文化財発掘調査報告　1994年」－田井中(志紀)遺跡 他２遺跡－
弥生時代から鎌倉時代の水田遺構や古墳時代後期の大畦祭祀遺構を検出。

B5判　　本文137頁　　図版76頁　　平成6年3月発行

財団法人八尾市文化財調査研究会報告39



「中田遺跡」第14次・第15次・第25次調査
弥生時代後期初め・古墳時代前期の集落を検出。古墳時代前期では他地域(吉備・山陰など)の遺
物が出土。

B5判　　本文62頁　　図版24頁　　平成9年3月発行

財団法人八尾市文化財調査研究会報告57

生駒山地西麓の扇状地に拡がる縄文から近世の６遺跡の報告を収録。特に、弥生時代の集落構成
を考える上で貴重な資料。

B5判　　本文168頁　　図版49頁　　平成9年3月発行

財団法人八尾市文化財調査研究会報告55

「久宝寺遺跡」第８次・第17次調査
弥生時代後期・古墳時代前期の集落を検出。特に、古墳時代前期では紡織具(布巻き具・腰掛け
等)、農具(大足・木槌等)といった木製品が出土しており、当時の生活様式や生産形態を究明する
上で貴重な資料。

B5判　　本文62頁　　図版24頁　　平成9年3月発行

財団法人八尾市文化財調査研究会報告56

平成７年度に行った跡部遺跡他８遺跡の発掘調査概要。

B5判　　本文・図版127頁　　平成8年9月発行

財団法人八尾市文化財調査研究会報告54

平成７年度に行った小阪合遺跡他４遺跡の発掘調査概要。

B5判　　本文・図版114頁　　平成8年9月発行

財団法人八尾市文化財調査研究会報告52

「萱振遺跡」第６次・第７次・第13次・第15次・第17次調査
弥生時代後期の焼失住居を検出。

B5判　　本文165頁　　図版50頁　　平成8年7月発行

財団法人八尾市文化財調査研究会報告53

平成６年度に行った木の本遺跡他６遺跡の発掘調査概要。

B5判　　本文・図版58頁　　平成8年3月発行

財団法人八尾市文化財調査研究会報告51

「成法寺遺跡」第７次・第８次・第14次調査
飛鳥時代から奈良時代の集落跡を検出。

B5判　　本文96頁　　図版32頁　　平成8年3月発行

財団法人八尾市文化財調査研究会報告50



平成７～10年度に行った10遺跡(12調査地点)の発掘調査概要。久宝寺遺跡第20次調査では古墳
時代中期頃に構築された堰の部材が河川内から多量に出土し、当時の土木技術を解明する貴重な
資料を報告している。

A4判　　本文181頁　　図版68頁　　平成12年3月発行

財団法人八尾市文化財調査研究会報告65

平成10年度に行った跡部遺跡他10遺跡（17調査地点）の発掘調査概要。

A4判　　本文・図版165頁　平成12年3月発行

財団法人八尾市文化財調査研究会報告66

植松遺跡で弥生時代中期末と奈良時代の2時期にわたる居住域を発見。また、初めての発掘調査
となる八尾寺内町遺跡では､弥生時代後期から古墳時代前期にかけての居住域、中世の水田(畦
畔・足跡)が見つかる。

A4判　　本文45頁　　図版15頁　　平成11年3月発行

財団法人八尾市文化財調査研究会報告64

東郷遺跡・郡川遺跡の発掘調査概要。東郷遺跡では中世後半｢八尾城｣の位置推定、近世｢八尾寺
内町｣の遺構を検出。郡川遺跡では生駒西麓部における稲作導入期の動向を知るうえで貴重な資
料を提供している。

A4判　　本文45頁　　図版15頁　　平成11年9月発行

財団法人八尾市文化財調査研究会報告62

平成９年度に行った跡部遺跡他９遺跡（15調査地点）の発掘調査概要。

A4判　　本文・図版138頁　　平成11年3月発行

財団法人八尾市文化財調査研究会報告63

平成８年度に行った跡部遺跡他13遺跡（20調査地点）の発掘調査概要。

A4判　　本文・図版171頁　　平成10年9月発行

財団法人八尾市文化財調査研究会報告61

小阪合遺跡では古墳時代中期末の土坑から、須恵器・土師器の良好な一括資料が出土。東郷遺跡
で出土した古墳時代前期の土器には、胎土分析の結果、多量の他地域産の土器が含まれているこ
とがわかり、当時の交流を考察する上で重要な資料である。

A4判　　本文175頁　　図版76頁　　平成10年9月発行

財団法人八尾市文化財調査研究会報告59

 植松遺跡内で初めて弥生時代前期～中期の遺構を検出。中世の寺院関連遺物が多量に出土した竜
華寺跡などの貴重な発掘調査成果を報告。

B5判　　本文145頁　　図版55頁　　平成10年3月発行

財団法人八尾市文化財調査研究会報告60



教興寺は飛鳥時代創建の古代寺院で、調査では飛鳥～奈良時代を中心とする多量の瓦が出土し
た。また、下層からは高安古墳群内では初めてとなる竪穴式石室をもつ古墳が検出された。

A4判　　本文48頁　　図版25頁　　平成14年3月発行

財団法人八尾市文化財調査研究会報告73

平成13年度に行った中田遺跡他３遺跡（６調査地点）の発掘調査概要。恩智遺跡では層厚約６ｍ
を測る弥生時代～中世にかけての河川堆積層を確認。中田遺跡では近世～近代にかけての竹管や
陶製管を用いた用水施設が見つかった。

A4判　　本文・図版75頁　　平成14年3月発行

財団法人八尾市文化財調査研究会報告71

～平成12・13年度に行った恩智遺跡他6遺跡（8調査地点）の発掘調査概要～

A4判　　本文・図版65頁　　平成13年9月発行

財団法人八尾市文化財調査研究会報告72

旧国鉄竜華操車場跡地内の基盤整備事業に伴う発掘調査。古墳時代初頭前半～近世に至る遺構・
遺物・地震痕を検出。初期須恵器等が多数出土。

A4判　　本文162頁　　図版70頁　　平成13年10月発行

財団法人八尾市文化財調査研究会報告70

平成12年度に行った久宝寺遺跡の発掘調査概要。縄文時代後期～弥生時代後期、当地一帯が湿地
帯であったことを示す粘土層を確認したほか、古墳時代前期～中期頃の大河川がもたらした、厚
さ2ｍに及ぶ砂礫層を検出。久宝寺地区一帯の古環境を復元する上で貴重な一冊である。さらに
『河内』という地名に起因する地層をカラー写真で掲載。

A4判　　本文50頁　　巻頭カラー2頁　　図版14頁　　平成14年3月発行

財団法人八尾市文化財調査研究会報告68

旧国鉄竜華操車場跡地内の基盤整備事業に伴う発掘調査。古墳時代前期前半（布留式期古相）の
方形周溝墓４基を検出。その他、中河内地域で初例となる南関東系土器１点を掲載。

A4判　　本文55頁　　図版34頁　　平成13年10月発行

財団法人八尾市文化財調査研究会報告69

財団法人八尾市文化財調査研究会報告67

平成11年度に行った跡部遺跡他11遺跡（13調査地点）の発掘調査概要。大竹西遺跡第４次調査
では、縄文時代後期頃の地層から大量の貝化石が出土。当時、八尾市北部には豊かな幸をはぐく
む大海がひろがっていたことが判明した。

A4判　　本文・図版138頁　　平成12年3月発行



弥生時代の遺構を検出した恩智遺跡第14次調査、弥生時代終末～古墳時代前期の遺構・遺物を検
出した久宝寺遺跡第47次調査、古墳時代中期の木製品が多量に出土した木の本遺跡第9次調査の
ほか７件の公共下水道工事に伴う発掘調査を収録。

A4判　　本文・図版112頁　　平成16年3月発行

財団法人八尾市文化財調査研究会報告79

中河内最古の寺院である「渋川廃寺」中心部の調査。塔の可能性がある建物基壇を検出。飛鳥～
平安時代の軒瓦からは法隆寺との関連が窺える。また「下村主　塔分」と記された文字瓦の出土
が特筆される。

A4判　　本文156頁　　図版60頁　　平成16年3月発行

財団法人八尾市文化財調査研究会報告77

久宝寺遺跡で平成11～13年度に実施した第28次、第36次、第37次の調査報告書。28次調査で
は古時代初頭後半(庄内式新相)の方形周溝墓を2基検出。出土人骨のＤＮＡ検査の内容を掲載。
37次調査では古墳時代前期前半(布留式古相)の古墳2基、土器棺墓１基を検出。内1基の古墳は墳
丘規模が2.3～2.7ｍを測る小型で、主体部に組合式木棺を使用。その他、出土木棺・土器棺墓に
おけるリン、脂肪酸分析等の内容を掲載。

A4判　　本文160頁　　図版50頁　　平成16年3月発行

財団法人八尾市文化財調査研究会報告78

平成13・14年度に行った12遺跡(18調査地点)の発掘調査概要。恩智遺跡第11次調査では市域で
3例目となる縄文時代晩期の土偶が、跡部遺跡第33次調査では市域で7例目となる子持勾玉が出
土した。

A4判　　本文・図版143頁　　平成15年3月発行

財団法人八尾市文化財調査研究会報告76

跡部遺跡では、古墳時代前期の居住地とさらにその下層では、弥生時代中期の土器棺を伴う墓域
が見つかった。木の本遺跡では平安時代中頃の柱材が残る掘立柱建物跡を検出した。

A4判　　本文・図版60頁　　平成15年6月発行

財団法人八尾市文化財調査研究会報告74

弥生時代中期後半～近世に至る居住域及び生産域を検出。弥生時代後期後半では多量の土器群が
出土した土器集積の検出に関連して、「中・南河内地域における弥生時代後期後半～古墳時代初
頭前半（庄内式古相）の土器細分試案」や同時期に見られる溝へ廃棄された多量の土器群につい
ての論考。古墳時代中期では、井戸に転用された準構造船の船材の出土。奈良時代では、渋川廃
寺関連遺物や周辺に役所の存在が想定される墨書木簡の出土ほか。

A4判　　本文175頁　　図版76頁　　平成15年2月発行

財団法人八尾市文化財調査研究会報告75



財団法人八尾市文化財調査研究会報告80

久宝寺寺内町における初の発掘調査報告書。江戸時代の町屋遺構の下層から、室町時代末期の
「石山合戦」に伴うと推定される焼土層と、現存する江戸時代の絵図には見られない方位の異な
る建物遺構や大型の石組み溝を発見。これらの遺構は久宝寺寺内町形成当初の姿を髣髴させるも
のである。

A4判　　本文111頁　　図版38頁

財団法人八尾市文化財調査研究会報告83

旧国鉄竜華操車場跡地および、周辺で実施した久宝寺遺跡内８箇所の調査報告を収録。古墳時代
中期～近世の遺構・遺物を検出。43・57次調査では、古墳時代中期後半の堰、56次調査では自
然河川に設けられた堤と、堤に付随した溝を検出48次調査では平安時代後期の井戸等を検出。

A4判　　本文85頁　　図版19頁

財団法人八尾市文化財調査研究会報告85

平成14～16年度に実施した４遺跡の発掘調査概要。木の本遺跡第13次調査では、近世の井戸か
ら屋瓦が出土。近隣に存在していた道生寺との関連が考えられる。太子堂遺跡第11次調査では、
平安時代後期の生産域を検出。竹渕遺跡第10次調査では、平安時代前期の遺構を検出。

A4判　　本文22頁　　図版6頁　　平成17年3月発行

平成15・16年度に行った７遺跡の発掘調査概要。跡部遺跡第36次調査では古墳時代中期以前の
河川堆積層を検出。萱振遺跡第24次調査では方墳「萱振1号墳」の周濠の一部とその埋土内から
埴輪が見つかった。

A4判　　本文・図版46頁　　平成17年3月発行

財団法人八尾市文化財調査研究会報告84

平成15・16年度に実施した中田遺跡、東弓削遺跡、東郷遺跡の調査報告書。いずれも弥生時代
後期～古墳時代前期にかけての河川跡を検出。中田遺跡では埋没した河川内から近隣の集落で使
用されていた多量の土器類が出土。東郷遺跡では土壌分析の結果、弥生時代の水田耕土を示すイ
ネ属珪酸体が多量に検出された。

A4判　　本文・図版64頁　　平成17年3月発行

財団法人八尾市文化財調査研究会報告81

弥生時代前期新段階～中期前半の居住域を新たに確認した山賀遺跡第3次調査、弥生時代後期～
古墳時代前期の良好な土器類が出土した跡部遺跡第23次調査、「五条宮寺」に関連した屋瓦が出
土した老原遺跡第６～８次調査、４世紀後半の陶質土器等が出土した中田遺跡第10次調査、平安
時代前半～鎌倉時代の居住域を検出した矢作遺跡第３・４次調査等の8編を収録。

A4判　　本文161頁　　図版87頁　　平成16年12月発行

財団法人八尾市文化財調査研究会報告82



平成９～11・14・15・17年度に実施した久宝寺遺跡の6地点の発掘調査概要。第23次調査では
古墳時代初頭～前期前半に形成された久宝寺墳墓群の北部を構成する墳墓6基を検出。既往調査
で検出されている多数の墳墓を含めて、中河内地域における古墳文化受容期を考えるうえで貴重
である。そのほか花粉分析、古墳時代前期の木棺材を対象とした年輪年代・放射性炭素年代測
定、弥生時代後期の竪穴住居の炉跡における放射性炭素年代測定の化学分析結果を掲載

A4判　　本文161頁　　図版87頁

財団法人八尾市文化財調査研究会報告88

平成10～16年度に実施した久宝寺遺跡南西部の7地点の発掘調査報告を収録。第25次調査では古
墳時代初頭の居住域と畑で構成される生産域を検出。そのほか花粉分析結果を掲載。第46・58
次調査では奈良～平安時代中期の居住域を検出。遺跡西部の古代における土地利用を考える上で
重要である。

A4判　　本文166頁　　図版65頁

財団法人八尾市文化財調査研究会報告89

平成６年度実施の郡川遺跡第３次調査、平成７年度実施の水越遺跡第５次調査の２編を掲載。両
遺跡は生駒山地西麓に位置する遺跡で、近接する両調査地では、弥生時代後期・古墳時代前期の
居住域(竪穴住居・掘立柱建物)、弥生時代後期～古墳時代初頭の墓域(土器棺墓・周溝墓)を検
出。水越遺跡では古墳時代初頭の製塩土器の出土が特筆される。

A4判　　本文74頁　　図版34頁　　平成18年10月発行

財団法人八尾市文化財調査研究会報告94

平成元年度実施の大竹西遺跡第1次調査の報告書。弥生時代前期前半では検出例が少ない木棺
墓、土壙墓、土器棺墓で構成される墓域を3箇所で検出。古墳時代前期中葉(布留式中相)の土坑
内からは、鏃形石製品が1点出土。消費地遺跡からの出土例であることや瑪瑙製である点が特筆
される。

A4判　　本文165頁　　図版64頁　　平成19年3月発行

財団法人八尾市文化財調査研究会報告92



Ａ4判　　本文102頁　オールカラー

A4判　　本文188頁　　図版82頁

財団法人八尾市文化財調査研究会報告126

小阪合遺跡第42次・中田遺跡第19次・35次調査の報告書。第42次調査では、古墳時代初頭の溝
から、船・鹿などを描いた手焙り形土器が出土し、絵画土器研究において重要な資料である。第
19次調査では前期古墳の「中田古墳」が検出され、周溝からは家形・船形・円筒・朝顔形円筒と
いった埴輪が良好な状態で出土している。第35次調査では古墳時代を中心に、弥生時代後期～近
世の遺構が検出され、古墳時代前期の溝から出土した布留式土器の一括資料は特筆される。

A4判　　本文76頁　　図版55頁

考古資料からみる八尾の歴史－旧石器時代～中世まで－

平成19年度～25年度に市立埋蔵文化財調査センターの「秋季企画展」で作成した小冊子に一部
修正・加筆を加えて時代順に再編した書籍で、八尾市域における旧石器時代～中世までの歴史を
考古学資料から解りやすく解説。

財団法人八尾市文化財調査研究会報告96

平成12年度実施の久宝寺遺跡第34次調査の調査報告書。弥生時代後期末から古墳時代初頭の遺
構・遺物を検出。特に遺物については、北陸・西部瀬戸内系の搬入品を含む良好な資料であり、
中河内地域における弥生土器から古式土師器への変遷を考える上で貴重な資料と言える。

A4判　　本文84頁　　図版45頁

財団法人八尾市文化財調査研究会報告122

久宝寺遺跡第13次・14次・18次・27次・59次調査の報告書。第13次調査で出土した環形付木
製品は類例が少なく非常に珍しいもの。第18次調査で出土した朝鮮半島と関わりがある土器は全
国的にも注目を集めた。第27次調査では、四国や北陸地方から持ち運ばれた土器が出土し、古墳
時代前期には他地域と活発な往来があったことが判った。第59次調査では、古墳時代中期の集落
や、飛鳥時代の集落を発見。

財団法人八尾市文化財調査研究会報告95

平成8年度実施の萱振遺跡第16次調査と平成17年度実施の西郡廃寺遺跡第2次調査の2編を掲載。
萱振遺跡第16次調査では、古墳時代初頭後半(庄内式新相)～江戸時代に至る遺構・遺物を検出。
特に、平安時代後期から鎌倉時代後期においては北面する｢十三街道｣に沿って展開した集落を検
出。西郡廃寺遺跡第2次調査では、西郡廃寺に関連した屋瓦類が出土。

A4判　　本文84頁　　図版44頁

財団法人八尾市文化財調査研究会報告106
「弥生時代後期初頭の鉄剣出土　全国初の鋳造鉄剣︕」
縄文時代晩期～鎌倉時代の遺構および遺物を検出した、大竹西遺跡第３次調査報告書。特に弥生
時代後期初頭の土坑からは、埋納された鉄剣が出土した。この鉄剣は、X線撮影の結果、鋳造鉄
剣であることが判明。当該期の大竹西遺跡の性格を知る上で貴重な成果を得た。

A4判　　本文160頁　　図版43頁　　平成20年1月発行


